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本機で受信できるテレビ放送について

地上デジタル放送

地上波のUHF帯の電波を使って行われるデジタル放送です。高品質（ゴーストや雑音のない）・

高画質の映像を楽しむことができます。関東、中京、近畿の三大広域圏の一部で2003年 12月

から開始され、その他の都道府県の県庁所在地は2006年末までに放送が開始されました。今後

も受信可能エリアは順次拡大されます。この放送のデジタル化に伴い、地上アナログテレビ放送

は2011年7月までに、BSアナログテレビ放送は2011年までに終了することが国の法令に

よって定められています。

※本機は字幕・文字スーパーを除くデータ放送サービス・双方向サービスには対応しておりま

せん。また本機で地上アナログ放送の受信はできません。

地上デジタル放送の受信方法について

アンテナでご視聴の場合

地上デジタル放送を受信するためにはUHFアンテナが必要です。現在お使いのアンテナがUHF
またはUHF/VHF混合アンテナの場合はそのまま使用できる可能性があります。また、UHFアン

テナの向きの変更が必要な場合があります。

詳細については、お近くの電器店やアンテナ設置業者にご相談ください。

詳しくは19ページをご覧ください。

ケーブルテレビでご視聴の場合

ご契約のケーブルテレビ会社にご相談ください。詳しくは20ページをご覧ください。

マンションなど集合住宅の場合

お住まいの共聴設備が地上デジタル放送に対応しているか、管理組合または管理会社等にお問い

合わせください。

B-CAS カードについて

デジタル放送を見るには本機に付属のB-CAS（ビーキャス）カードが必要です

■B-CASカードの取り扱いについて

カードの説明書の文面をよくお読みください。

カードを挿入しないと、著作権保護されたデジタル放送は視聴することができません。

カードは常時挿入しておいてください。

カードを紛失、破損したり、盗難にあったときは、㈱ビーエス・コンディショナルアクセス

システムズカスタマーセンターにご連絡ください。（カード台紙に記載されています。）

ご使用になる前に
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は
じ
め
に

製品を正しく安全にご使用いただくために、ご使用の前に必ず次の事項をお読みください。

警告表示の意味

取扱説明書および製品では、次のような表示をしています。表示の内容をよく理解してから

本文をお読みください。

安全上のご注意

警 告

電源コードを傷つけないでくださ
い
火災・感電などの原因となります

・設置時に、製品と壁や床などの

間に挟み込んだりしない

・電源コードを加工したり、

傷つけたりしない

・重いものをのせたり、

引っ張ったりしない

・熱器具に近づけたり、

加熱したりしない

・電源コードを抜くときは、

必ずプラグを持って抜く

破損したり、異常が発生した場合は
電源プラグを抜いてください
火災・感電などの原因となります

・落としたり、本機の一部を

破損した場合は、電源を切り、

電源プラグを抜く

・煙やにおい、音などの異常が

発生したら、電源を切り、

電源プラグを抜く

禁 止
電源プラグ

を抜く

警 告

注 意

火災、感電などにより死亡や大けがを負うおそれがある

内容を示しています。

けがをしたり周囲の物品に損害を与えるおそれのある

内容を示しています。

注意をうながす記号

一般的注意 禁　止 分解禁止 一般的指示

絵表示の説明

行為を禁止する記号 行為を指示する記号

ぬれ手禁止
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は
じ
め
に

安全上のご注意（つづき）

内部に金属類や燃えやすいもの
などを差し込んだり入れたり
しないでください

・火災や感電の原因となること

があります。

万一異物が入ったときは、すぐ

電源を切り、電源プラグを抜い

てください。

本機を分解したり、改造したり
しないでください

・内部には電圧の高い部分が

あるため、触ると感電の原因

となります。

雷が鳴り出したら、本機やアンテ
ナ線、電源プラグに触れないでく
ださい

・感電の原因となります。

警 告

禁　止

分解禁止

接触禁止

タコ足配線をしないでください

・火災や感電の原因となること

があります。

ぬれた手で電源プラグを
抜き差ししないでください

・感電の原因となることが

あります。

禁　止

ぬれ手禁止

電源プラグにホコリなどが付着し
ているときは、電源プラグを抜い
て乾いた布で取り除いてください

・そのまま使用

すると火災・

感電の原因と

なります。
ほこりを

取る

電源プラグは確実に差し込んで
ください

・差し込みが不完全な場合は

発熱したり、ほこりが付着して

火災・感電の原因となることが

あります。確実に
差し込む
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は
じ
め
に

警 告

水滴のかかる場所や、湿気、湯気、
油気、ほこりの多いところには
設置しないでください

・火災、感電の原因となることが

あります。

重いものを置いたり、他の機器を
重ねて置いたりしないでください

・故障や火災などの原因となる

ことがあります。

発熱する機器の近くや直射日光の
当たる場所、熱のこもる風通しの
悪い場所におかないでください
また、布や雑誌などで通風孔を
ふさがないでください

・内部に熱がこもり、キャビネッ

トの変形や火災の原因になる

ことがあります。

禁　止

禁　止

禁　止

安全上のご注意（つづき）

不安定な場所に置かないで
ください

・落下したりして、けがの

原因となります。

禁　止

近く、または上に花瓶など水の
入ったものを置かないでください

・水がこぼれるなどして中に

入ると、火災、感電の原因と

なります。

万一水が入ったときはすぐ

電源を切り、電源プラグを

抜いてください。

水ぬれ禁止

火のついたろうそく、蚊取り線香、
タバコなどの火気や、揮発性の
引火物を近づけないでください

・変形や火災のおそれが

あります。

火気禁止
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は
じ
め
に

安全上のご注意（つづき）

注 意

移動するときは、接続されている
線をすべてはずしてください

・コードが傷つき火災・感電の

原因となることがあります。

お手入れや長時間使用しないとき
は電源プラグを抜いてください

・感電や火災の原因となること

があります。

通風孔に付着したほこりやゴミは
こまめに取り除いてください

・火災の原因となる

ことがあります。

電池の＋と－の向きを正しく
入れてください

・破裂したり、液が漏れたり

して、けがややけどの原因と

なることがあります。

指定以外の電池を使ったり、
新しい電池と古い電池を混ぜて
使わないでください

・破裂したり、液が漏れたり

して、けがややけどの原因と

なることがあります。

アルカリ電池の液が漏れた場合は
素手で触らないでください

・皮膚の炎症、失明やけがの原因

となることがあります。目に

入った場合は流水で洗い、眼科

医へご相談ください。

接続線を

はずす

表示通りに
入れる

電源プラグ

を抜く

ほこりを

とる

禁　止

接触禁止

■リモコンの取り扱いについて

※ 使用済み電池の処分について

・使用済みの電池は地域の規則に

従って処分してください。
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は
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に

使用上のお願い

守っていただきたいこと

電源・電圧について

・指定（AC100V 50/60Hz）以外の電源

は使わないでください。

指定以外の電源を使用した場合は故障

の原因となります。

・電源コードは、必ず付属品をお使いく

ださい。

UHFまたはUHF/VHFアンテナ
について

・妨害電波の影響を避けるため、交通の

頻繁な自動車道路や電車の架線、送配

電線、ネオンサインなどから離れた場

所に立ててください。

万一、アンテナが倒れた場合の感電事

故などを防ぐためにも有効です。

・アンテナ線を不必要に長くしたり、束

ねたりしないでください。映像が不安

定になる原因となります。

・アンテナは風雨にさらされるため、定

期的な点検・交換を心がけてください。

特に、ばい煙の多いところや潮風にさ

らされるところでは、アンテナが痛み

やすくなります。映りが悪くなったと

きは、電器店や設置業者等にお問い合

わせください。

・アンテナを新たに設置する場合は、ア

ンテナに付属のマニュアルにしたがっ

て正しく取り付けを行ってください。

設置について

・発熱する機器の近くや直射日光の当た

る場所には本機を置かないでください。

・本機の上には物を置かないでください。

・不安定な場所や湿気の多い所に置かな

いでください。

・窓際に置く場合は、雨や雪などで濡ら

さないようご注意ください。

国外では使用できません

・この製品が使用できるのは日本国内

のみです。外国では放送形式、電源電圧

が異なりますので使用できません。

This product is designed for use in
Japan only and cannot be used in
any other country.
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は
じ
め
に

使用上のお願い（つづき）

守っていただきたいこと（つづき）

直射日光や熱気を避けてください

・直射日光が当たる場所や暖房器具の

近くに置かないでください。

キャビネットや部品に悪い影響を

与えますのでご注意ください。

・窓を閉めきった自動車の中など異常に

温度が高くなる場所に放置したりする

と、キャビネットが変形したり、故障の

原因となることがあります。

急激な温度差がある部屋（場所）で
のご使用は避けてください

・急激な温度変化が起こる部屋（場所）で

のご使用は画面の表示品位が低下する

場合があります。

低温になる部屋（場所）での
ご使用の場合

・低温になる場所には放置しないで

ください。キャビネットの変形や

故障の原因となります。

使用温度：0℃～+40℃

結露について

・本機を寒い場所から急に暖かい場所に

持ち込んだときや、冬の朝など暖房を

入れたばかりの部屋などでは、表面や

内部に結露（水滴が付着）が発生するこ

とがあります。そのままご使用になる

と故障の原因となりますので、結露が

起きた時は結露がなくなるまで電源プ

ラグをコンセントに接続しないでくだ

さい。

注　意
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は
じ
め
に

使用上のお願い（つづき）

守っていただきたいこと（つづき）

お手入れのしかた

・お手入れの際は安全のため電源プラグ

をコンセントから抜いてください。

・汚れはネルなどの柔らかい布で軽く拭

き取ってください。

・汚れがひどいときは、水で薄めた中性

洗剤にひたした布をよく絞って拭き取

り、そのあと乾いた布で拭いてくださ

い。

・殺虫剤など、揮発性のものをかけない

でください。また、ゴムやビニール製品

などを長時間接触させたままにしない

でください。跡がついたり、変色などの

原因となります。

使用上のご注意

・あなたがビデオデッキなどで録画・録

音したものは、個人として楽しむなど

のほかは、著作権法上権利者に無断で

使用することはできません。

・本機の不具合により録画できなかった

場合等の補償については一切応じられ

ませんのであらかじめご了承ください。

・「お知らせ」などのデジタル放送に関す

る情報は、本機が記憶します。万一本機

の不具合によって、これらの情報が消

失した場合の復元は不可能です。その

内容等の補償については応じられませ

んのであらかじめご了承ください。

・B-CAS（ビーキャス）カード（ICカー

ド）はデジタル放送を視聴していただ

くための大切なカードです。B-CAS
カードを挿入しないとデジタル放送番

組を視聴できません。詳しくは24ペー

ジをご覧ください。

・一般家庭以外（たとえば業務用の長時

間使用、車両・船舶等への搭載など）で

使用されますと故障の原因となること

があります。

電磁波妨害について

・本機の近くで携帯電話や他の電子機器

を使うと、電磁波などによりお互いに

悪影響を及ぼすことがあります。特に

ラジオ等が付近にある場合、雑音が入

ることがあります。その場合は本機か

ら離してご使用ください。
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準
備
す
る

下記の付属品がすべて揃っているかご確認ください。

付属品

B-CAS（ビーキャス）カード（１枚）リモコン（１個）

取扱説明書・保証書（各１部）電源コード（１本）

AV ケーブル（１本）アンテナケーブル（１本）

※保証書にはお買い上げ日をご記入の

うえ、大切に保管してください。

※本機には青色の B-CASカードが付属

しています。（必ず本機付属のものを

お使いください。）

単４乾電池（２個） 縦置きスタンド（１個）
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準
備
す
る

各部のなまえ（リモコン）

※ ボタンはテレビを操作するためのボタンです。

このボタンでテレビを操作するには、TVメーカーコードの設定が必要です（ 30ページ）。

また、このボタンの操作時はご使用のテレビのリモコン受光部に向けて操作してください。

（本機のリモコン受信部に向けて操作しても動作しません。）
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準
備
す
る

各部のなまえ（本体）
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準
備
す
る

ご使用の前に

お買い上げ後初めてお使いになるときは、次の手順で本機の準備をしてください。

リモコンに電池を入れます
（ 18ページ）1 B-CAS（ビーキャス）

カードを挿入します
（ 24ページ）

5

アンテナケーブルを
接続します
（ 19ページ）

2
電源コードを接続します

（ 25ページ）6

テレビを接続します
（ 21ページ）3

電源を入れ、入力を
切り替えます

（ 26ページ）

7

IR�

IR

各機器を接続します
（ 23ページ）4

IR

IR�

IR�

初期設定をします

（ 27ページ）

・接続したテレビの設定

・チャンネル設定

8

これで基本の接続と設定は完了です。
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準
備
す
る

リモコンを準備する

乾電池の入れかた

3 カバーを閉めます
カバー上方にあるツメをリモコン本体

内部に入れ、パチンと音がするまで

スライドさせます。

2 乾電池を入れます
単4乾電池2本をケース内の表示通りに

入れてください。

（+ 、－ の位置を正しく入れてください。）

1 カバーをあけます
カバーをスライドさせてはずします。

使いかた

リモコンの先端部を、本体のリモコン受光部に

向けて操作してください。

リモコンの操作範囲は本体正面より

およそ 7メートル以内で、本体正面

より左右30°以内、上下15°以内です。

リモコン操作で本機が動作しない場合（本体のボタンでは動作する）は、

リモコンの乾電池寿命が考えられます。新しい電池に交換してください。

リモコンを直射日光の当たる場所に放置したり、取り付けないでください。

熱により変形したり、誤動作する場合があります。

本体のリモコン受光部に直射日光や強い照明が当たっているとリモコン操作がしにくくなり

ます。照明または本機の向きを変えるか、リモコン受光部に近づけて操作してください。

リモコンを落としたり、強い衝撃を与えないでください。

また、水にぬらしたり温度の高いところに置かないでください。

指定以外の電池を使ったり、

新しい電池と古い電池を混ぜ

て使わないでください。



19

準
備
す
る

アンテナを接続する
アンテナケーブル・整合器などを、使用するアンテナ端子に応じて接続し、本機のアンテナ

入力端子に接続してください。
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地上デジタル放送受信アンテナについて

地上デジタル放送を受信するためにはUHFアンテナが必要です（ 3ページ）。

アンテナを接続する（つづき）

きれいな画像をお楽しみいただくために

安定したデジタル映像をお楽しみいただくためにはアンテナの接続状態がとても

重要です。

下記のようにアンテナの接続と設置を確実に行い、電波妨害を受けにくい安定した

受信状態を確保してください。

・本機のアンテナ入力端子への接続は、必ず付属のアンテナ接続ケーブルをお使い

ください。

・アンテナ線は他のコードや接続ケーブルからできるだけ離してください。

CATVでの受信について

CATV受信にはいくつかの方式があります。本機は「同一周波数パススルー方式」

および「周波数変換パススルー方式」に対応可能です。詳しくはご契約のCATV会社

にお問い合わせください。または、「地上デジタル放送の受信ができないときは」

（ 66ページ）のフローチャートにしたがってお確かめください。

設置および接続が正しく行われていた

場合でも、周辺に電波障害の原因とな

る高層建造物が建っていたり、発信基

地が遠距離のため電波が弱い場合など

は受信ができなかったり、特定の放送

局しか受信できないなどの障害が発生

することがあります。

電器店やアンテナ設置業者等にご相談

の上、最良の電波状態となるようアン

テナを設置してください。

地上アナログ放送受信用とは別に、地上デジタル受信用のアンテナを設置するときは、

電器店やアンテナ設置業者等とご相談のうえ、アンテナを設置してください。

本機を設置・設定後、アンテナの受信レベルを確認することができます。詳しくは

「アンテナレベル」（ 56ページ）をご覧ください。

画像が映らない、または乱れるなどの問題がある場合は、「地上デジタル放送の受信が

できないときは」（ 66ページ）のフローチャートにしたがって、アンテナの準備

や調整などを行ってください。または、「故障かな？と思ったら」（ 67ページ）を

ご覧ください。
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テレビを接続する

テレビを接続するときは、必ず本機および接続するテレビの電源を「切」にして

ください。

映像（黄）・音声（赤:右、白:左）接続用のプラグと端子は、色分けがしてあります。

ケーブルと接続端子のそれぞれの色が合うように接続してください。

映像出力端子 /音声出力端子には、映像 /音声信号以外のものを接続しないでくだ

さい。故障の原因となることがあります。

接続する機器の詳しい使用方法や接続については、それぞれの機器の取扱説明書を

ご覧ください。

接続時のご注意

・プラグは奥まで完全に差し込んでください。不完全な接続は、ノイズの原因と

なります。

・プラグを抜くときは、コードを引っ張らずにプラグを持って抜き取ってください。

テレビを接続しない場合は、次の「ビデオやDVD レコーダーを接続する」

（ 23ページ）へ進んでください。

D 端子入力付テレビの場合

D端子について

映像信号を輝度信号（白黒成分）と2種類の色信号（青：B-Y/赤：R-Y）
に分離して伝送します。デジタルチューナーやDVDでは輝度信号と色信

号を別々に記録してあるため、輝度信号と色信号を混合して伝送する通常

のビデオ信号に比べ、色のにじみが少ないなど、高品位な伝送が可能で

す。また、同時に［4:3］や［16:9］の画面縦横比情報も伝送されます。

接続するテレビのD映像入力

端子（D1/D2/D3/D4）に

合わせて「D端子出力設定」

をしてください。

（ 28ページ）
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テレビを接続する

映像・音声入力端子付、S 映像入力端子付テレビの場合

コンポーネント映像入力端子付テレビの場合

接続するテレビのコンポーネント入力端子が対応している信号方式に合わせて「D端子出力

設定」をしてください（ 28ページ）。

Sビデオ端子について

より鮮明な画質を得るために、映像信号を輝度（明るさ）と色に分離した

ものです。本機のビデオ出力はSビデオケーブルまたはビデオ・オーディ

オケーブルどちらも接続可能です。

音声はそれぞれの音声端子（左・右）に接続します。
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ビデオや DVD レコーダーを接続する

他の外部機器を接続しない場合は、次の「B-CASカードを挿入する」

（ 24ページ）へ進んでください。

ビデオやDVDレコーダーなどの録画機器を本機に直接つないで受信番組を録画する場合は、

録画機器の入力端子に合わせて次のように接続してください。

本機の映像／音声出力端子と録画機器の映像／音声入力端子を付属品または市販のAVケー

ブルなどを使ってつないでください。

録画中に本機の操作をしないでください。

画面に表示される内容がそのまま録画されてしまいます。

接続する機器の詳しい使用方法や接続については、それぞれの機器の取扱説明書を

ご覧ください。

本製品は著作権保護技術を採用しており、マクロビジョン社およびその他の著作権利

者が保有する米国特許およびその他の知的財産権によって保護されています。この著

作権保護技術の使用は、マクロビジョン社の許可が必要であり、また、マクロビジョ

ン社の許可がない限り家庭用およびその他の一部の鑑賞用の使用に制限されています。

分解したり、改造することも禁じられています。

著作権保護された番組をビデオデッキなどで録画する際、著作権保護のための機能が

働き、正しく録画できません。また、この機能により、ビデオデッキを介してテレビ

に出力した場合には画質劣化する場合がありますが、機器の問題ではありません。

著作権保護された番組を視聴する場合は本製品とテレビを直接接続してお楽しみくだ

さい。
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B-CAS カードを挿入する
地上デジタル放送を視聴するには、本機に付属の B-CAS（ビーキャス）カードが必要です。

本機付属のB-CASカード以外のものを挿入しな

いでください。故障や破損の原因となります。

裏向きや逆方向から挿入しないでください。

挿入方向を間違えると B-CASカードは機能

しません。

B-CASカードは奥まで挿入してください。

ご使用中は B-CASカードを抜き差ししないで

ください。視聴できなくなる場合があります。

ご使用直後のB-CASカードは温かくなりますの

で、抜き差しする場合はご注意ください。

画面にエラーメッセージが表示される場合、

B-CASカードの交換が必要となる場合がありま

す。詳しくは69ページをご覧ください。

■B-CAS カード

取り扱い上の注意点

折り曲げたり、変形させない。

重いものを置いたり

踏みつけたりしない。

水をかけたり、ぬれた手で

さわらない。

IC（集積回路）部には手を

ふれない。

分解加工は行わない。

1 B-CAS カードを取り出します
付属のB-CASカードを台紙から取り出します。

B-CASカードのパッケージを開封すると、パッケージに添付されている契約約款に

同意したものとみなされます。開封前に必ず契約約款をお読みください。

2 B-CAS カードを挿入します
側面のスロットに付属のB-CASカードを差し込みます。

図のように矢印のある印刷面を上側にし、矢印の先端を先にして奥まで挿入してください。

3 B-CAS カードの登録をします
B-CASカードが貼ってあった台紙に記載された内容に従い、B-CASカードの登録を

行ってください。B-CASカードの登録がなされていないと、視聴ができなかったり、

画面にB-CASカードを登録するよう表示が出たりします。
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付属の電源コードを本機の電源端子に接続し、電源プラグを家庭用コンセントに

差し込んでください。本機前面の電源ランプが赤点灯し、スタンバイ状態となります。

電源コードは必ず本機に付属のものをご使用ください。他の電源コードは使用しない

でください。

長期間ご使用にならないときは、必ず電源コードをコンセントから抜いてください。

電源プラグを抜き差しするときは、必ず本体部を持って行ってください。

電源プラグを抜き差ししやすいように、コンセントの近くに設置してください。

必ず①、②の順に接続してください。

電源コードを接続する

付属のスタンドを使って本機を縦置きに設置することもできます。

図のように本機右側を下にして、

スタンドのツメで「カチッ」と

ロックされるまで本体を押し込みます。

スタンドを取り付ける

IR

IR
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初期設定をする
ご購入後はじめて本機の電源を入れると、自動的に初期設定画面になり、デジタル放送受信

に必要な設定を順に行うことができます。

1 テレビの電源を入れ、

入力を切り換えます

テレビの外部入力切換ボタンを押し、本機を接続

した入力（ 21ページ）に切り換えてください。

※お使いのテレビにより“ビデオ1”や

“外部入力1”など呼びかたが違います。

※本機のリモコンでテレビの操作をするには

初期設定完了後、TVメーカーコードの設定

（ 30ページ）を行ってください。

2 本機またはリモコンの電源ボタン
を押し、本機の電源を入れます

電源が入り、電源ランプが赤から緑点灯

に変わります。

画面には「接続テレビ設定」画面が表示

されます。

初期設定は付属のリモコンで設定します

初期設定は     ボタンで項目を

選び、  ボタンを押して決定します。

また、テレビ画面上には設定中に使用できる

ボタンがガイド表示されます。

リモコン操作時にご注意いただくこと
・本機を初期設定するときは、リモコンを

必ず本機のリモコン受光部に向けて

操作してください。

・本機背面のリモコンコードスイッチは

ご購入時「1」に設定されています。

リモコンのコードスイッチも「1」に

なっていることを確認してください。

IR
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初期設定をする（つづき）

3 接続テレビ設定

接続したテレビの縦横比に

合わせて  /  ボタンで

選択し、  ボタンを押します。

※ 4：3 レターボックス・パンスキャンの設定はリモコンボタンでも切り換えできます

（ 46 ページ）。

※この設定はメニュー画面（ 60ページ）でも再設定できます。

※この画面が表示されない場合は、67ページをご覧ください。

「4：3レターボックス」「4：3パンスキャン」各設定による画面表示の例

各設定による画面表示の違いについては下の「ご参考」をご覧ください。

4：3レターボックス または 4：3パンスキャン

　…普通のテレビのとき

ワイドテレビ

　…ワイドテレビのとき

D端子でテレビに接続した場合 ➡「D端子出力設定」画面が表示されます。

D端子以外でテレビに接続した場合 ➡ 28ページの「自動チャンネル設定」画面が

表示されます。
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5 自動チャンネル設定

受信チャンネルの自動設定プログラム

がスタートし、画面には現在処理中の

状態がグラフ表示されます。

自動チャンネル設定が終了すると、自

動的にデジタル放送受信状態になり、

画面には数字ボタン「1」に割り当て

られたチャンネルが表示されます。

受信状態が悪いと、本来受信できる放送局も受信できない場合があります

（ 20ページ）。

アンテナが地上デジタル放送に対応している必要があります（ 20ページ）。

画面が表示されない場合は、67ページをご覧ください。

初期設定をする（つづき）

 ボタンを押すと、テレビが正しく

映るか確認する画面になります。

正しく映らない場合は、テレビの取扱

説明書を参照して再度 D 端子出力

フォーマットの設定を行ってください。

「はい」を選んで  ボタンを押すと

「自動チャンネル設定」画面が表示され

ます。

4 D 端子出力設定

テレビのD映像入力表示に合わせて

 /  ボタンでD1/D2/D3/D4
の中から選択します。

※この設定はメニュー画面（

60ページ）でも再設定できます。

※この画面が表示されない場合は、

67ページをご覧ください。

※D端子を使用しない場合は表示されません。

※「いいえ」を選んで  ボタンを押すとD端子出力設定画面に戻りますので、

再度設定を行ってください。

※この設定はメニュー画面（ 60ページ）でも再設定できます。

テレビのD映像入力端子 テレビのコンポーネント映像入力端子（Y/PB/PR） 本機の設定

D1映像のとき 480iの信号に対応のとき D1
D2映像のとき 480i, 480pの信号に対応のとき D2
D3映像のとき 480i, 480p, 1080iの信号に対応のとき D3
D4映像のとき 480i, 480p, 1080i, 720pの信号に対応のとき D4
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初期設定をする（つづき）

※受信チャンネルの自動設定プログラムは、お買い上げ後最初に本機の電源を「オン」にす

ると自動スタートしますが、チャンネル設定メニュー（ 58ページ）で自動または手動

でボタン割り当てを変更することもできます。また、ボタン割り当て変更設定画面で現在

どのように設定されているかも確認できます。

チャンネル自動設定完了前に本機の電源を「オフ」にした場合は、次回「オン」にしたと

き、再度初期設定画面を表示します。

自動チャンネル割り当てについて

初期設定終了後、本機の選局ポジション（1～20）には、地上デジタル放送受信結果が設定

されます。設定される内容は、お住まいの地域に対応した放送局名となります。

お住まいの地域によっては他地域の地上デジタル

放送局の電波が受信できる場合があります。

割り当てる選局ボタンが同じ、複数の局を受信

した場合、1局以外はボタン表示されません。

ボタン割り当て変更設定（ 57ページ）で

ボタンの割り当てを行ってください。

チャンネルが自動登録されないときは…

アンテナが地上デジタル放送に対応していないことが考えられます。詳しくは

「地上デジタル放送が受信できないときは」（ 66ページ）をご覧ください。

アンテナが正しく接続されているか、再度確認してください。

※ 上記は受信状態の一例です。
お住まいの地域や設定時の電波の強弱などの
諸条件によって受信結果が異なる場合があります。
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ＴＶメーカーコードを設定する

本機のリモコンでテレビを操作する

TVメーカーコードの設定を行うと、本機のリモコンを使って接続したテレビを操作すること

ができます。

※あらかじめ登録されているTVメーカー以外は対応していません。

メーカーコード設定のしかた

1 リモコンの ボタンを

押しながら、

2 ご使用のテレビに合ったメーカー
コードの番号を順番に押します

下記のボタンでテレビの操作が行えます。

操作時は、ご使用のテレビのリモコン受光部に

向けて操作してください。

（本機のリモコン受信部に向けて操作しても

動作しません。）

3 ボタンを離します

設定後は TV 電源ボタンを押して

テレビの電源がオン・オフできる

か確認してください。



3
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番組を見る
通常の操作はリモコンで行います。

本機前面に同種のボタンがある場合は、同じように操作できます。

21

3

5

4

3 チャンネルを選びます

数字ボタン（  ～  ）で選ぶ

見たい放送局の番号を押します。

選局（  /  ）ボタンで選ぶ

押すごとにチャンネルが変わります。

押し続けると順送りでチャンネルを

変えられます。

1 テレビの電源を入れ、
入力を切り換えます
例えば、テレビの「ビデオ1」端子に接続

しているときは、テレビの画面に「ビデオ

1」と表示されるように、入力を切り換え

てください。

※TVメーカーコード設定（  30ペー

ジ）をすれば、付属リモコンからテレ

ビ電源のオン・オフ、入力切換などの

簡単なテレビ操作ができます。

2 本機の電源を入れます

リモコンの  ボタンまたは本機の電源

ボタンを押します。前面の電源ランプが

赤から緑点灯になり、電源が入ります。

4 音量を調節します

TV音量（  /  ）ボタンで音量を

調節します。

5 音を一時的に消します

ボタンを押します。

もう一度 ボタンを押すと、元の音量

に戻ります。

6 電源を切ります

リモコンの ボタン、または本機の電源

ボタンを押すと電源待機（スタンバイ）

状態となり、電源ランプが赤点灯します。

地上デジタル放送ではサブチャ

ンネルでの放送が行われている

ことがあります。

数字ボタンを繰り返し押すと、サ

ブチャンネルを選択できます（サ

ブチャンネルでの放送がある場

合のみ）。

例：

2を1回 ⇒ 21（サブチャンネル1）
2を2回 ⇒ 22（サブチャンネル2）
2を3回 ⇒ 23（サブチャンネル3）
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電子番組表を見る（番組表）

放送局から送られてくる番組情報をもとに、新聞や雑誌などのテレビ番組欄のような

放送局別の番組一覧や、個々の番組内容などを見ることができます。番組表は現在から

7日先まで表示されます。

電源オン直後は番組表を表示するまでに約1分程度かかる場合があります。

■番組表を表示する

 ボタンを押します

押すたびに番組表の表示 /非表示が切り換わります。

現在見ている番組がハイライト（緑色）されます。

番組表のみかた
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電子番組表を見る（番組表）

■番組表から番組を選ぶ

G

■番組の詳しい情報を見る（番組詳細）

番組をハイライト（緑色）した状態で

 ボタンを押すと、ポップアップ

メニューが表示されます。

 /  ボタンで「番組詳細」を

選択し、  ボタンを押すと、選んだ番組の

詳細な番組情報が表示されます。

「番組詳細」 画面のみかた

番組詳細には、番組の内容や映像・音声

情報など、選んだ番組に関するさまざま

な情報が表示されます。

 /  ボタンを押すと番組詳細の

内容をスクロールできます。

ポップアップメニューへ戻るには

 または  ボタンを押す

番組表を見るには

 /  ボタンで「番組表に戻る」

を選択し、  ボタンを押す

視聴予約をするには

 36ページ

予約の編集・取消をするには

 39ページ

番組情報が取得できていない場合は、

番組詳細は表示されません。

同一時間帯の他局の

番組を選ぶ（ ① ）には

 /  ボタンを押します

同一放送局の他の時間帯の

番組を選ぶ（ ② ）には

 /  ボタンを押します
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電子番組表を見る（番組表）（つづき）

■指定した日時の番組表を見る（指定日時へジャンプ）
日時を指定して現在から7日先までの番組表を見ることができます。

番組をハイライト（緑色）した状態で

ボタンを押し、ポップアップメニュー

を表示させます。

/ ボタンで「指定日時へジャンプ」

を選び、  ボタンを押すと、日時設定

画面が表示されます。

/ ボタンで日付を選択し、 ボタン

を押します。

次に / ボタンで時間を選択し、

 ボタンを押します。

指定した日時の番組表が表示されます。

ボタンを押す前に  ボタンを

押すと日付設定に戻ることができます。

■番組表を終了する

 ボタンを押します
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番組表から視聴予約をする
番組表から番組を指定して現在から7日先までの視聴予約をすることができます。

視聴予約をすると、設定した時刻に自動的に本機の電源が入り、設定したチャンネルを

選局します。

予約は最大30件まで登録することができます。

本機の視聴予約設定に合わせて、ビデオデッキなど本機の出力端子に接続した機器で

録画設定をしておくと、デジタル放送を録画することができます（  23ページ）。

※ 録画機器側での録画設定が必要です。詳しくは、録画機器の取扱説明書をご覧く

ださい。また、機器を接続する際には「ビデオやDVDレコーダーを接続する」）

も併せてご覧ください。

メニュー画面で日時を指定して視聴予約（タイマー予約）することもできます

（  52ページ）。

/ ボタンで「視聴予約」を

選択し、 ボタンを押します。

1 視聴予約する番組を選びます

番組表を表示させ、視聴予約したい

番組を選びます。

番組名をハイライトした状態で 
ボタンを押すと、画面右上にポップ

アップメニューが表示されます。

※番組詳細画面からも同様に選べます。

視聴予約をする（番組表予約）
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番組表から視聴予約をする（つづき）

2 視聴予約を登録します

画面上の各項目を / ボタンで

選択し、 / ボタンで設定します。

「映像」 ：複数の映像がある番組の場合に選択できます（ 45ページ）。

「音声」 ：複数の音声がある番組の場合に選択できます（ 44ページ）。

「ズーム」 ：ズーム画面表示に設定できます（  46ページ）。

「延長追従」 ：スポーツ中継などで番組が延長された場合でも、終了するまで

自動的に予約を延長します。

「イベントリレー」：高校野球中継など、番組の途中で別のチャンネルに切り替わる場合、

自動的に予約が変更されます。

※番組によって選択できない項目があります。また放送局からの情報によっては、

時間変更に対応できない場合があります。

3 予約登録を完了します

設定が終わったら / または /  ボタンで「登録」を選択し、  ボタンを

押します。

登録が完了して番組表に戻ります。

本機の電源が「入」のときは、予約開始時間の

15秒前になると画面左下にメッセージが

5秒間表示されます。　　　　　　　　　　　　　　　　　

予約開始時刻になると、予約したチャンネルに切り替わります。

予約が終了すると…

予約開始時に本機の電源が「入」の場合：そのままのチャンネルを表示します。　

「切」の場合：予約終了時に電源が「オフ」になります。

視聴予約が登録されると、番組表に

（タイマーアイコン）が表示されます。
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番組によって、録画や録音が制限されることがあります。

視聴予約の実行に失敗したときは、「お知らせ」（ 59ページ）に

メッセージが追加されます。

視聴予約実行中は電源ボタン以外は操作できなくなります。

本機またはリモコンの電源ボタンを押すと、視聴予約を中止します。

画面左下に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と表示されます。

G

G
G
G

登録する視聴予約の開始時刻が過ぎているとき

に表示されます。

番組を視聴するには  /  ボタンで

「視聴開始」を選んで  ボタンを押すと、

番組画面が表示されます。

同じ日時にすでに視聴予約が登録されている

ときに表示されます。

 /  ボタンで「設定へ戻る」を選んで

 ボタンを押すと、前の画面に戻ります。

そのまま登録する場合は、  /  ボタンで

「登録」を選択し、  ボタンを押します。

※この場合、登録が完了しても予約が正しく機

能しない（選局されない）場合があります。

正しく予約登録が完了しないときは

番組表から視聴予約をする（つづき）
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番組表から視聴予約をする（つづき）

予約一覧と予約の編集・取消

登録されている視聴予約を一覧で確認できます。また、予約の編集や取り消しをすることが

できます。

予約の重複について

灰色の文字で表示されている視聴予約は予約が

重複しており、視聴予約が正しく機能しません。

設定内容を再度ご確認ください。

G

G

G

G

G
G
G
G
G

■視聴予約一覧を見る

1 番組表を表示中に  ボタンを押すと、

ポップアップメニューが表示されます。

2  /  ボタンで「予約一覧」を

選んで  ボタンを押すと、予約一覧

画面が表示されます。

※視聴予約が１件も登録されていない

場合は選択できません。

 ボタンを押すと終了します。
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番組表から視聴予約をする（つづき）

G

■視聴予約を取り消す

1 番組表から取り消したい番組を選んで

ボタンを押すと、ポップアップ

メニューが表示されます。

2  /  ボタンで「予約取消」を選んで

 ボタンを押すと、予約取消確認画面が

表示されます。

 /  ボタンで「はい」を選択し、

 ボタンを押すと、視聴予約が取り

消されます。

 ボタンを押すと終了します。

■視聴予約を編集する

1 番組表から予約設定を編集したい番組を

選んで  ボタンを押すと、ポップ

アップメニューが表示されます。

2  /  ボタンで「予約編集」を選

んで  ボタンを押すと、設定画面が

表示されます。

編集のしかたや設定内容については「視

聴予約をする」手順2（  37ページ）

をご覧ください。

設定が終わったら  /  または

/  ボタンで「更新」を選択し、

 ボタンを押します。

 ボタンを押すと終了します。

G
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視聴している番組の番組情報を見る（番組情報）

地上デジタル放送では、視聴している番組の詳しい情報を見ることができます。

1 デジタル放送を視聴中に ボタンを
押します

見ている番組の番組情報が表示されます。

2 ボタン、または ボタンを押すと

表示が消え、元の画面に戻ります。

番組情報が取得できていない場合は、番組詳細は表示されません。

G
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チャンネル番号などを表示する（画面表示）

ボタンを押します

受信中のチャンネル番号や番組名などの情報が表示

されます。

もう一度 ボタンを押すと画面左上の表示が消

え、さらにもう一度押すと画面右上のチャンネル番

号表示が消えます。

画面表示ボタンを押すと、現在受信中の番組情報・チャンネル番号が表示されます。

S ステレオ放送番組

字幕放送番組

サブチャンネル放送がある場合、

代表チャンネル番号の横にサブ

チャンネル番号が表示されます。

画面表示のみかた

画面左上に表示される情報として、次のものが表示されることがあります。

字

サラウンド放送番組SS

二 二ヶ国語放送番組

解説音声付番組解
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字幕を表示する（字幕）

映画やドラマなどの字幕を表示したり、消したりできます。

放送視聴中に ボタンを押します

押すたびに切、言語 1、言語 2と切り換わります。

「言語1」「言語 2」の表示は番組情報に依存します。

放送局側で字幕表示を消せない設定にしている番組もあります。

メニュー画面で初期設定値を変更することができます（  61ページ）。

字幕がない番組の場合は、画面左下に

と表示されます。
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ボタンを押します

チャンネル番号、音声（主音声・副音声・主+副）

が画面右上に表示されます。

ボタンを押すたびに「主音声」「副音声」「主+副」

の順に切り換わります。

二ヶ国語音声を選ぶ（音声切換）

日本語と英語など二ヶ国語放送や複数音声番組の場合、音声を切り換えることができます。

切り換える音声がない場合、ボタンを押しても切り換わりません。

主+副にすると、左スピーカーから主音声、右スピーカーからは副音声が出力

されます。

「主音声」「副音声」「主+副」の表示は放送局側からの番組情報に依存します。

メニュー画面で初期設定値を変更することができます（ 61ページ）。

切り換える音声がない場合は、画面左下に

と表示されます。
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マルチビュー放送を見る（映像切換）

ボタンを押します

ボタンを押すたびに、同一チャンネル内での放送が

切り換わります。

マルチビュー放送とは

ひとつのチャンネル内で主番組・副番組の複数映像が送られる放送です（最大3チャ

ンネル）。

たとえばゴルフ中継など、主番組では通常の放送、副番組ではそれぞれ18番ホールの

映像と、ホールアウトした選手のインタビュー映像を放送をするなど、視聴者が見た

い場面を選択して見ることができる放送が行われる予定です。

（2008年3月現在、マルチビュー放送は行われていません。）

切り換える映像がない場合は、

画面左下に

と表示されます。
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ズーム画面表示にする（ズーム）

表示画面をズーム（拡大）表示することができます。

ズーム表示はチャンネルを変えたり、

電源を切るとノーマル表示に戻ります。

 ボタンを押します

接続テレビ設定が
「ワイドテレビ」

設定の場合

ボタンを押すたびに画面がノーマル表示、

ズーム表示に切り換わります。

接続テレビ設定が
「4：3 レターボックス」・

「4：3 パンスキャン」設定の場合

ボタンを押すたびに画面がレターボックス

表示・パンスキャン表示に切り換わります。

※接続テレビ設定はメニュー画面（  60ページ）でも再設定できます。
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リモコンコードを設定する

本機を同じ部屋に複数台設置される場合には、リモコン信号の混信による誤動作を防ぐため、

それぞれの機器に異なるリモコンコードを設定してください。

1 リモコン下部にあるリモコン
コードスイッチを設定します

1・2・3のいずれかに切り換えます。

本体およびリモコンの各リモコンコードスイッチは、

出荷時「1」に設定されています。

リモコンと操作したい機器のリモコン

コードスイッチは必ず同じ番号に合わ

せてください。

3 設定を確認します

リモコンの  ボタンを押して、本機の

電源がオン・オフできることを確認して

ください。

2 本機背面にあるリモコンコード
スイッチを設定します

1・2・3のいずれか（リモコンと同じ

番号）に切り換えます。
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メニュー操作のしかた（メニュー）

ボタンを押すとメニュー画面が表示されます。再度押すと元の画面に戻ります。

メニュー画面では、チャンネル設定や字幕設定などの各種設定、および視聴予約

（タイマー予約）ができます。

項目設定後、初期（工場出荷時）状態に戻したいときは、設定初期化を行ってください

（ 62ページ）。

何もしない状態が約60秒間続くと画面表示は消えます。 ボタンを押すと再度表示

されます。

1 ボタンを押し、メニューを表示させます。

2 / ボタンを押し、設定したい第1階層の

メニュー（ ① ）を選択します。選択されている

項目はアイコンの枠が緑色になります。

選択中は右にそのメニューで設定できる第2階層

のサブメニュー（ ② ）が表示されます。

ボタンを押すと第2階層のサブメニューへ

移り、選択項目がハイライト（緑色）されます。

3 / ボタンで選択項目のハイライト（緑色）を動かし、

第2階層のサブメニューを選択します。

4 / （または / ）ボタンで第3階層の設定値を変更します。

5 ボタンを押し、設定を完了させます。

各設定項目は次ページのメニュー一覧表をご覧ください。

各設定項目はすべて同様の方法で設定が行えます。

メニューの操作と項目設定のしかた
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メニュー一覧表
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2 各項目を設定します。

設定および登録の方法は「番組表から視

聴予約する」（ 37ページ）と同様です。

「チャンネル」：チャンネルを設定します。

※番組表からの予約とは異なり、番組名の表示や登録は行われません。

「日時」 ：予約を開始・終了する日付と時間を設定します。

「音声」 ：二ヶ国語放送や複数音声番組の場合、音声を切り換えることができます。

「ズーム」 ：ズーム画面表示に設定できます。

※ズーム機能については46ページをご覧ください。

G

視聴予約メニュー画面

視聴予約

電子番組表で行う視聴予約は番組単位での予約ですが、タイマー予約登録では、日付と時刻

をお好みで指定して予約することができます。例えば、同一チャンネルで放送される複数の

番組を続けて視聴や録画したいときなどにお使いいただけます。

※電子番組表での視聴予約については、「番組表から視聴予約する」（ 36ページ）を

ご覧ください。

視聴予約メニューを表示するには、第1階層のメニュー画面で「視聴予約」を / ボタ

ンで選んで ボタンを押します。画面右側には第2階層のサブメニューが表示されます。

視聴予約をする（タイマー予約登録）

1  /  ボタンで「タイマー予約登録」を選んで  ボタンを押すと、視聴予約

登録画面が表示されます。
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登録する視聴予約の開始時刻が過ぎているとき

に表示されます。

番組を視聴するには  /  ボタンで

「視聴開始」を選んで  ボタンを押すと、

番組画面が表示されます。

同じ日時にすでに視聴予約が登録されていると

きに表示されます。

 /  ボタンで「設定へ戻る」を選んで

 ボタンを押すと、前の画面に戻ります。

そのまま登録する場合は、  /  ボタンで

「登録」を選択し、  ボタンを押します。

※この場合、登録が完了しても予約が正しく機

能しない（選局されない）場合があります。

正しく予約登録が完了しないときは

G

G
G
G

視聴予約（つづき）

3 設定が終わったら  /  ボタンまたは  /  ボタンで「登録」を選択し、

 ボタンを押します。
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視聴予約（つづき）

予約一覧と予約の編集・取消

登録されている視聴予約を一覧で確認できます。また、予約の編集や取り消しをすることが

できます。

■視聴予約一覧を見る

視聴予約のサブメニュー画面から  / 

ボタンで「予約一覧」を選んで  ボタン

を押すと、視聴予約一覧が表示されます。

予約の重複について

灰色の文字で表示されている視聴予約は

予約が重複しており、視聴予約が正しく

機能しません。設定内容を再度ご確認く

ださい。

G

G

G

G

G
G
G
G
G

GG
GG

GG
GG
GG
GG
GG
GG
GG

■視聴予約を編集する

1 視聴予約一覧から編集したい視聴予約を

選んで（緑色表示）  ボタンを押すと、

ポップアップメニューが表示されます。

2  /  ボタンで「編集」を選んで

 ボタンを押すと、設定画面が表示

されます。

編集のしかたや設定内容については

52ページの「視聴予約をする」

手順2をご覧ください。

3 設定が終わったら  /  または  /  ボタンで「更新」を選択し、  ボタン

を押します。

終了するには  ボタンを押します。

G
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視聴予約（つづき）

G

視聴予約機能ご使用時のご注意
●視聴予約の実行に失敗したときは、「お知らせ」にメッセージが追加されます。

●視聴予約実行中は、電源ボタン以外は操作できません。

●本体、またはリモコンの電源ボタンを押すと視聴予約を中止します。

（画面左下に「視聴予約を中断しました」と表示されます。 ）

予約一覧と予約の編集・取消（つづき）

■視聴予約を取り消す

1 視聴予約一覧から取り消したい視聴予約

を選んで（緑色表示）  ボタンを押す

と、ポップアップメニューが表示されま

す。

2  /  ボタンで「取消」を選んで 
ボタンを押すと、予約取消確認画面が表

示されます。

 /  ボタンで「はい」を選択し、

 ボタンを押すと、視聴予約が取り消

されます。

 ボタンを押すと終了します。

GG

GG

GG
GG
GG
GG

GG
GG
GG
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チャンネル設定

第1階層のメニュー画面で「チャンネル設定」を / ボタンで選び、 ボタンを押します。

画面右側には第2階層のサブメニューが表示されます。

チャンネル設定メニュー画面

アンテナレベル

受信レベルを確認するだけで数値の変更はできません。数値が極端に低く、画質が悪いとき

は、アンテナの向きを変更するなど設置条件を変更してください（ 20ページ）。

※受信レベルは55*以上となるようにしてください。

 * 数値は目安です。チャンネルによっては受信できない場合もあります。

チャンネル設定サブメニューで「アンテナレベ

ル」を選択すると、右記の画面が表示されます。

現在ご覧になっているチャンネルのアンテナが受

信している電波強度を確認することができます。

 ボタンを押してメニューを終了します。

電波が受信できない場合は、表示画面下側に

右のように表示されます。
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ネットワーク名について

受信チャンネルの放送地域を表します。

お住まいの地域やアンテナの向きに

よっては他地域のネットワーク名が

表示されることがあります。

CN（Carrier to Noise）比について

搬送波対雑音の比を表します。

数値が高いほど受信状態が良くなります。

BER（Bit Error Rate）について

ビット誤り率を表します。数値が低いほど受信状態が良くなります。

※ 表示される値は参考値です。

選局（  /  ）ボタンを押すとボタン割り当てされたチャンネルのみの切り換え

が行われますが、 / ボタンを押した場合は割り当てられていないチャンネルも

順次切り換えることができます。

チャンネル設定（つづき）

ボタン割り当て変更設定

自動チャンネル設定により、ボタン割り当てが同じ複数の局を受信した場合、うち1局はボ

タン表示部分に－－と表示され、選局することができません。空いている任意のボタン数字

を設定して、受信した各チャンネルにボタンを割り当て、選局できるようにします。また、

割り当てられているボタン数字を変更する場合にも以下の操作を行います。

1 チャンネル設定のサブメニューで

「ボタン割り当て変更」を選び、

ボタンを押します。

2 / ボタンで変更したい放送

局を選び、 ボタンを押します。

3 / ボタンで空いている数字

を選びます。

4 ボタンを押し、設定を完了させます。

5 さらにボタン割り当て変更を続ける場合、

  2  ～  4  を繰り返します。

6 ボタンを押してメニューを終了します。
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チャンネル設定（つづき）

自動チャンネル設定

自動チャンネル設定は「初期設定をする」（ 28ページ）で完了していますが、引越し等で

受信チャンネルの変更が必要な場合は、下記の要領で自動チャンネル設定を行ってください。

チャンネル設定のサブメニューで「自動チャン

ネル設定」を選択すると右の画面が表示され、自

動チャンネル設定の実行・中止を選択できます。

画面は最初、「いいえ」が選択されています。

/ ボタンで「はい」を選択し、 ボタ

ンを押すと受信チャンネルの自動スキャンを開

始します。

※スキャン中に ボタンを押した場合は、

スキャンを中止し元の受信画面に戻ります。

スキャンが終了すると、画面には数字ボタン「1」
に割り当てられたチャンネルが表示されます。
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お知らせ

第1階層のメニュー画面で「お知らせ」を / ボタンで選び、 ボタンを押します。

画面右側には第2階層のサブメニュー（リスト）が表示されます。

※お知らせが1件もない場合は「お知らせはありません」と表示されます。

お知らせは最大32件まで保存されます。32件を超えて新たに

受信した場合は、一番古いお知らせから削除されます。

サブメニューから / ボタンで表示したい項目を選択し、 ボタンを押すとその詳細

が表示されます。

お知らせメニュー画面
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各種設定メニュー画面

各種設定

第1階層のメニュー画面で「各種設定」を / ボタンで選び、 ボタンを押します。

画面右側には第2階層のサブメニューが表示されます。 / ボタンでサブメニューを

選び、 ボタンを押します。

接続テレビ設定

接続するテレビに合わせて設定します。

※設定の詳細については、「初期設定をする」

（ 27ページ）をご覧ください。

/ ボタンで選択し、 ボタンで

設定します。

D 端子出力設定

接続するテレビに合わせて設定します。

・ D1/D2/D3/D4：
「初期設定をする」（ 28ページ）を

ご覧ください。

・ 480p固定 /1080i固定 /720p固定：

それぞれの仕様に対応した映像フォーマッ

トで出力します。

/ ボタンで選択し、 ボタンで

設定します。
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各種設定（つづき）

字幕設定

字幕表示の設定を行います。

・切： 表示しません。

・言語 1： 言語1を表示します。

・言語 2： 言語2を表示します。

/ ボタンで選択し、 ボタンで

設定します。

文字スーパー設定

文字スーパーの表示設定を行います。

・切： 表示しません。

・言語 1： 言語1を表示します。

・言語 2： 言語2を表示します。

/ ボタンで選択し、 ボタンで

設定します。

B-CAS カード ID 番号

B-CASカード ID番号を表示します。

バージョン

ソフトウェアのバージョンを表示します。

二ヶ国語放送設定

音声モードの切換設定を行います。

・主音声： 主音声を出力します。

・副音声： 副音声を出力します。

・主 /副音声： 主＋副音声を出力します。

/ ボタンで選択し、 ボタンで

設定します。

D3 ／ D4 縦横比設定

D3、D4 出力時の画面の縦横比を設定します。

・ 16:9固定： 接続テレビ設定（ 27
ページ）の設定内容にかか

わらず、常に 16:9で出力

されます。

・ 4:3有効： 接続テレビ設定の設定内容

に応じて縦横比が切り替わ

ります。

/ ボタンで選択し、 ボタンで

設定します。
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各種設定（つづき）

設定初期化（工場出荷設定）

本機の設定を工場出荷時の状態に戻すためには以下の操作を行ってください。

初期化中は、絶対に電源プラグを抜かないでください。

初期化中はすべてのボタン操作ができません。

4 / ボタンで「はい」を選択し、 ボタンを押すと初期化を開始します。

初期化が完了すると、初期設定メニュー画面（ 27ページ）が表示されます。

1 第1階層のメニュー画面で「各種設定」を / ボタンで選び、 ボタンを押します。

画面右側には第2階層のサブメニューが表示されます。

2 / ボタンを押し、「設定初期化」を選択します。

3 ボタンを押すと、設定初期化画面が表示されます。



5
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ソフトウェアのダウンロード

ダウンロードについて

ダウンロード機能とは、本機のソフトウェアを最新の内容に書き換えて、機能の追加や改善

を行うためのものです。本機は地上デジタル放送によるソフトウェアの自動ダウンロードに

対応していますので、操作や設定を行うことなく常に最新版に更新されたソフトウェアで

ご使用いただけます。

■ 自動でダウンロードが行われるためには

あらかじめ本機の電源を入れ、地上デジタル放送を数分間受信する必要があります。

（本機がダウンロード情報を取得するためです。）

ダウンロードは電源待機状態（電源ランプ赤点灯）のときだけ行われます。

■ダウンロードが正常に終了すると

ダウンロード成功のお知らせが届きます。メニューから「お知らせ」を選択して確認

します（ 59ページ）。

■ソフトウェアのバージョンを確認するには

メニューから「各種設定」を選択して確認します（ 61ページ）。

リモコン受光器（オプション）

本機をAVラック内に収納しているなどでリモコン信号が届きにくい場合は、別売のリモコ

ン受光器を接続すれば、付属のリモコンをご使用いただけます。

リモコン受光器はできるだけ直射日光を避け、リモコンからの赤外線を受けやすい

位置に取り付けてください。リモコン受光器に直射日光や強い照明が当たっている

とリモコン操作がしにくくなります。照明またはリモコン受光器の向きを変えるか、

リモコン受光器に近づけて操作してください。
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品名

本体寸法：幅×高さ×奥行

本体質量

使用電源

使用温度

消費電力 / 待機時消費電力

放送方式

チューナー

チャンネル

アンテナ入力端子

ビデオ出力端子

Sビデオ出力端子

D1/D2/D3/D4
ビデオ出力端子

リモコン受光部入力端子

アナログ音声出力端子

仕様、外観などは改良のため予告なく変更する場合がありますので、あらかじめご了承

ください。

本機のメニュー画面や画面で表示されるフォントとして、株式会社リコーが製作した

リコービットマップフォントを使用しています。

識別表示および電源定格表示は本機の底面に記載してあります。

入
出
力
端
子

放
送

おもな仕様

地上デジタルチューナー

22.0cm × 4.1cm × 19.0cm

約 630g

AC100V 50Hz/60Hz

0℃～＋40℃

9W/0.3W

地上デジタル放送方式（日本）

地上デジタルチューナー × 1

地上波（UHF）:13 ～ 62ch、CATV:1 ～ 12ch、C13 ～ C63ch
（同一周波数パススルー方式および

周波数変換パススルー方式に対応）

1系統

1系統

1系統

1系統

1系統

2系統
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地上デジタル放送が正しく受信できない場合は、下記のフローチャートにしたがってお確か

めください。また、必要に応じて電器店、アンテナ設置業者、CATV会社等にお問い合わせ

ください。

・本機は BS デジタルチューナーおよび 110 度 CS デジタルチューナーを内蔵しておりません。BS デジタル放送お

よび 110 度 CS デジタル放送をご覧になる場合は、別途 BS デジタルチューナーおよび 110 度 CS デジタル

チューナーをお求めください。

・アンテナの設置や地上デジタル放送に対応したアンテナかどうかについて、 詳しくは電器店やアンテナ設置業者

等にご相談ください。

・CATV をお使いの場合、詳しくは各 CATV 会社にご相談ください。

・マンションなど集合住宅の場合、 詳しくはお住まいの管理組合または管理会社等にご相談ください。

・地上デジタル放送は 現在の地上アナログ放送との混信を避けるため、当初は非常に小さい出力で送信されますの

で受信エリアが限定されます。

・受信障害のある環境では放送エリア内でも受信できないことがあります。

・専用の UHF アンテナ、デジタル放送対応のブースター・分配器などの機器が必要なことがあります。

・地上デジタル放送局からの送信出力が増大されたときは、アンテナやブースターなど受信設備の再調整や変更が

必要になることがあります。

・本機では地上デジタル放送の電波の送出の変更に関する情報、周波数変更、新規の変更などを電波を通じて受信

すると、「お知らせメッセージ」にメッセージが追加されます。それに合わせてチャンネルの再設定を行ってく
ださい。

・地上アナログ放送などの電波の送出の変更については、新聞やテレビなどでの告知にご注意ください。

地上デジタル放送が受信できないときは
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故障かな？と思ったら

修理を依頼される前に次のことをもう一度お調べください。なお、アフターサービスについ

ては保証書をご覧ください。

次のことを調べても、なお異常があるときは、お客様センターにお電話いただくか、または当社

ホームページよりお問い合わせください（ 裏表紙をご覧ください）。

電源コードが正しく接続されていますか？

リモコンまたは本体の電源ボタンを押しましたか？

アンテナは地上デジタル放送に対応していますか？

アンテナおよび各機器の接続は正しいですか？

各種設定は正しいですか？

テレビ側の入力切換で、本機が接続されていない

入力端子を選んでいませんか？

テレビの音量調整が最小になっていませんか？

テレビが消音になっていませんか？

音声入力端子にオーディオケーブルは接続されて

いますか？

電波状態が悪いことが考えられます。

アンテナは地上デジタル放送に対応していますか？

接続テレビ設定が接続されているテレビに

合っていますか？

D端子接続の場合は

①D3/D4縦横比設定を変えてみる。

②D端子出力設定を 480p固定、1080i固定、

720p固定に変えてみる。

電波状態が悪い場合が考えられます。

字幕の設定が「切」になっていませんか？

字幕のある番組を視聴していますか？

映像も音声も出ない

音声が出ない

ブロックノイズが出る

映像が横長や縦長になる

映像がモザイク状になる

字幕が出ない

こんなときには… ここをご確認ください ページ

25
26
20

19 ～ 23
60
26

32
32
21

20
20

27, 60

61
60

20

61
43
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故障かな？と思ったら

電池は正しい向きで入っていますか？

リモコンの電池寿命が考えられます。

蛍光灯の強い光や直射日光がリモコン受光部に

当たっていませんか？

本体とリモコンのリモコンコードは同じ番号に

なっていますか？

本機の電源を待機中にしておくと、電子番組表が

自動的に取得されます。

長時間電源コードやアンテナケーブルをはずした

あとに電源を入れると、電子番組表に表示される

番組が少なくなることがあります。

リモコンが動作しない

電子番組表に表示される

番組が少ない

こんなときには… ここをご確認ください

18
18
18

47

ー

ー

本機はマイコンを使用した機器です。外部からの雑音や妨害ノイズにより、正常に動作

しないことがあります。このようなときは一度電源プラグをコンセントから抜き、

数分後、再度コンセントに差し込み、電源を入れてご使用ください。

本機は地上デジタル放送の「ワンセグ」には対応しておりません。

ページ
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エラーメッセージ

画面に以下のエラーメッセージが表示された場合は、放送を視聴できません。

受信できません。（E202）

放送休止中のため受信できません。

受信できるチャンネルがありません。

アンテナ接続を確認して自動チャンネル

設定を行ってください。

このボタンにはチャンネルが割り当てられて

いません。

B-CASカードを挿入してください。

B-CASカードの交換が必要です。

ご覧のチャンネルのカスタマーセンターへ

ご連絡ください。

コード : ※※※※

この B-CASカードは使用できません。

ご覧のチャンネルのカスタマーセンターへ

ご連絡ください。

コード：※※※※

この B-CASカードは使用できません。

正しい B-CASカードを装着してください。

コード：EC01

この B-CASカードではご覧になることが

できません。

ご覧のチャンネルのカスタマーセンターへ

ご連絡ください。

コード：EC02

メッセージ 内　容

電波状況が悪いことが考えられます。

アンテナケーブルが抜けていませんか？

（ 19ページ）

放送再開までお待ちください。

アンテナが正しく接続されていないまま、

初期設定を行ったことが考えられます。

アンテナ接続を確認して自動チャンネル

設定を行ってください。（ 58ページ）

ボタンにチャンネルが割り当てられていな

いときに表示されます。割り当てが必要な

場合には、「自動チャンネル割り当てにつ

いて」（ 29ページ）および「ボタン割

り当て変更設定」（ 57ページ）を参照

してください。

B-CAS カードが正しく挿入されていない

ときに表示されます。B-CASカードを

正しく挿入してください。

B-CAS カードの交換が必要なときに表示

されます。

B-CASカードが壊れたり、異なる ICカー

ドが挿入されているときに表示されます。

B-CAS カードの交換が必要な場合には、

http://www.b-cas.co.jp/refer.html
㈱ビーエス・コンディショナルアクセス

システムズカスタマーセンターにお問い

合わせください。
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